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勉強会へのエントリーはこちらから！→

5月勉強会 「高温障害対策」
1.日時
5月15日(木)   13：30~ @三木本社
5月16日(金)   13：30~ @観音寺営業所
2.勉強会内容
作物の環境ｽﾄﾚｽを減らす肥料・ﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄの活用
ﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄの原料は海藻、腐植質、アミノ酸、微生物などがあ
ります。作物別、状態別の場面に応じたBS剤の選択についてご
紹介します。
直射日光を防ぐ遮熱・遮光資材の活用について
当社ではハウス栽培の方に向けた塗布用遮光・遮熱剤の販売、ド
ローンでの散布代行を行っています。場面・用途に合わせ光合成
に必要な光を取り入れ熱を反射する遮熱剤の選択などについて
もご説明します。

高温障害対策 日本の年平均気温は長期的には100年当たり1.35℃の割合で上昇していますが、
2023年は1991~2020年の30年平均値よりも1.29℃、2024年には1.48℃と平均値を大きく上回る
年が続いています。高松市における猛暑日（日最高気温が35℃以上）の日数も昨年は30日と観測開始
以来、過去最多となりました。近年続く猛暑は農作物にも「高温障害」を生じさせる可能性が高くなりま
す。高温障害は、野菜の生育を阻害し、収量や品質を低下させるだけでなく、枯死させてしまいます。
高温障害を回避するには？ 人間と同じように暑さに負けないためには体力が大切、どの作物においても
土作りと栽培管理をしっかり行い作物を良好な状態に維持するよう努めることが基本。そのうえで、そも
そも高温に当てないようにするための予防策と、高温に耐える力をつける耐性対策、高温になってしまっ
たあとの治療を含む事後処置など、多面的に考える必要があります。
具体的な対策例）
・高い気温に耐性を持った品種の選定
・寒冷紗などの遮熱・遮光資材で直射日光を防ぐ
・作物の環境ストレスを減らす肥料・バイオスティミュラントの使用
・施設栽培なら冷房装置の導入
・穂肥で登熟期の窒素不足を解消
当社の高温対策ソリューション 当社でも夏場の高温対策について様々な取り組みを行っています。
1.遮光・遮熱材販売・ドローンでの散布代行 当社では数年前よりドローンを使った遮光剤散布の代
行を開始、昨年からは光合成に必要な光を取り入れ熱を反射する遮熱剤散布も実績が増えています。
2.高温対策バイオスティミュラント資材の試験・提案 当社では近年世界的に注目を集めている「バイ
オスティミュラント」資材の取り扱いを増やしています。昨年、水稲本田防除の未熟米対策でマリンイ
ンパクトや4月から発売となったヒートインパクトの試験を行いました。作物別の試験事例などについ
ても当社までご相談ください。
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当社ドローンスクールのメリット）
1. インストラクターがドローン防除のプロ
2. 測量や自動航行など様々な制御方法を学べる
3. 空散可能な農薬・肥料・資材などの情報を提供
4. 当社防除チームに入り副収入確保も

※注：学科オンライン教習…新規・更新とも学科教習について、ご自宅や職場でパソコン受講
(e-Learning)ができます。 

学科オンライン教習がスタート

DJI農業用ドローン教習



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1062
TEL 0875-25-3086

新登場

新発売

マメ科植物は根粒菌との共生により、空気中の窒素を利用できる
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喜多社長のフィロソフィ日記「第77期経営計画発表会」 4月12日にトレスタ白山で、主要メーカー様をお招きし、第77回経営計画発表会を開催
した。前期の結果は受注高105%（MP比）, 売上高103%, 総生産102%, 差引収益102%, 時間あたり114%と素晴らしい結果となった。2016年度よ
りアメーバ経営を開始したが、導入以来初の受注高, 売上高の達成である。振り返ると経営方針「三方よし」（会社が従業員に対し「従業員よし」となる取
り組みを行い、従業員達はお客様や地域社会に対し「買い手よし、世間よし」となる課題解決に取り組む、そうすることで「売り手（会社）よし」のスパイラ
ルを作る）に従業員達が共感、共鳴、奮起しこの結果に繋がったのではと捉えている。従業員達の頑張りに本当に感謝、感謝である。
今年度の経営方針は「三方よし」から「五方よし」（1.従業員とその家族の幸せ、2.協力パートナーの幸せ、3.お客様の幸せ、4.地域社会の幸せ・活性化、5.
会社・株主の幸せ）と「段取り力強化」を掲げた。前年度を超える更なる高みに行くためには一人ひとりの能力向上は必須である。仕事の出来は「段取り八
分、仕事二分」と言われるが段取り上手な従業員を一人でも二人でも増やすことができるよう人材育成にしっかり力を入れ従業員達と新しい一年を走り
抜けていこうと思う。私の経営方針の発表の後、各リーダーから部門方針発表、各種表彰、委員会活動の方針発表を行い、昼食を取り解散した。
今回の経営計画発表会は、場所を社外に、外部の方々もお招きし、と今までと勝手が違ったため「段取り」に色々課題があり成長の余地を感じられる発表
会であった。日々成長を感じられる、そんな一年となるよう従業員たちと精進を重ねていこうと思う。

MVP表彰はこの人！！準備→発表とお疲れ様でした


